
         年度 年間教育計画  （例１） 

 項目 

月 
教  育  内  容 

●月 トラックを運転する場合の心構え 

●月 
トラックの運行の安全を確保するための基本的事項 

（日常点検に関する事項（実車使用）） 

●月 
トラックの構造上の特性 

（車高・視野・死角・内輪差・制動距離等に関する事項（実車使用）） 

●月 
貨物の正しい積載方法 

（貨物の積載方法・固縛方法に関する事項（実車使用）） 

●月 過積載の危険性 

●月 
危険物を運搬する場合の留意事項 

酒酔い運転・酒気帯び運転・過労運転・薬物等使用運転の防止 

●月 適切な運行の経路および当該経路における道路及び交通の状況 

●月 危険の予測及び回避並びに緊急時における対応方法 

●月 運転者の運転適性に応じた安全運転 

●月 
交通事故に関わる運転者の生理的および心理的要因およびこれらへの 

対処方法 

●月 健康管理の重要性 

●月 
安全性の向上を図るための装置を備えるトラックの適切な運転方法 

過積載運転・救護義務違反・最高速度違反・無免許運転・無資格運転の防止 

○ 上記のうち、赤色下線の項目は、全運転者に対して毎年くり返し教育を実施することが義務付けられ

ています。 

事業者ごとのペースで構いませんので、教育計画の作成と、計画に基づく指導・監督の実施をお願

いいたします。 （例・・・年１回，半年１回，四半期１回，２か月１回 等） 



        年度 年間教育計画  （例２） 

 項目 

月 
教  育  内  容 

●月 

・ トラックを運転する場合の心構え 

 

・ トラックの運行の安全を確保するための基本的事項 

（日常点検に関する事項（実車使用）） 

●月 

・ トラックの構造上の特性 

（車高・視野・死角・内輪差・制動距離等に関する事項（実車使用）） 
  

・ 貨物の正しい積載方法 

（貨物の積載方法・固縛方法に関する事項（実車使用）） 

●月 

・ 過積載の危険性 

・ 危険物を運搬する場合の留意事項 

・ 酒酔い運転・酒気帯び運転・過労運転・薬物等使用運転の防止 

●月 
・ 適切な運行の経路および当該経路における道路及び交通の状況 

・ 危険の予測及び回避並びに緊急時における対応方法 

●月 

・ 運転者の運転適性に応じた安全運転 

・ 交通事故に関わる運転者の生理的および心理的要因およびこれらへの 

対処方法 

●月 

・ 健康管理の重要性 

・ 安全性の向上を図るための装置を備えるトラックの適切な運転方法 

・ 過積載運転・救護義務違反・最高速度違反・無免許運転・無資格運転の防止 

○ 上記のうち、赤色下線の項目は、全運転者に対して毎年くり返し教育を実施することが義務付けられ

ています。 

事業者ごとのペースで構いませんので、教育計画の作成と、計画に基づく指導・監督の実施をお願

いいたします。 （例・・・年１回，半年１回，四半期１回，２か月１回 等） 



        年度 年間教育計画  （例３） 

 項目 

月 
教  育  内  容 

●月 

・ トラックを運転する場合の心構え 
 
・ トラックの運行の安全を確保するための基本的事項 

（日常点検に関する事項（実車使用）） 
 

・ トラックの構造上の特性 

（車高・視野・死角・内輪差・制動距離等に関する事項（実車使用）） 

●月 

・ 貨物の正しい積載方法 

（貨物の積載方法・固縛方法に関する事項（実車使用）） 
 

・ 過積載の危険性 

 

・ 危険物を運搬する場合の留意事項 

●月 

・ 適切な運行の経路および当該経路における道路及び交通の状況 

・ 危険の予測及び回避並びに緊急時における対応方法 

・ 運転者の運転適性に応じた安全運転 

●月 

・ 交通事故に関わる運転者の生理的および心理的要因およびこれらへの 

対処方法 

・ 健康管理の重要性 

・ 安全性の向上を図るための装置を備えるトラックの適切な運転方法 

・ 悪質違反の防止（酒酔い・酒気帯び・過労・薬物等・過積載・救護義務 

違反・最高速度違反・無免許・無資格運転の防止） 
 

○ 上記のうち、赤色下線の項目は、全運転者に対して毎年くり返し教育を実施することが義務付けられ

ています。 

事業者ごとのペースで構いませんので、教育計画の作成と、計画に基づく指導・監督の実施をお願

いいたします。 （例・・・年１回，半年１回，四半期１回，２か月１回 等） 

 



        年度 年間教育計画  （例４） 

 項目 

月 
教  育  内  容 

●月 

・ トラックを運転する場合の心構え 
 
・ トラックの運行の安全を確保するための基本的事項 

（日常点検に関する事項（実車使用）） 
 

・ トラックの構造上の特性 

（車高・視野・死角・内輪差・制動距離等に関する事項（実車使用）） 
 
・ 貨物の正しい積載方法 

（貨物の積載方法・固縛方法に関する事項（実車使用）） 
 

・ 過積載の危険性 

 

・ 危険物を運搬する場合の留意事項 

●月 

・ 適切な運行の経路および当該経路における道路及び交通の状況 

 

・ 危険の予測及び回避並びに緊急時における対応方法 

 

・ 運転者の運転適性に応じた安全運転 

 
・ 交通事故に関わる運転者の生理的および心理的要因およびこれらへの 

対処方法 
 

・ 健康管理の重要性 

 

・ 安全性の向上を図るための装置を備えるトラックの適切な運転方法 

 

・ 悪質違反の防止（酒酔い・酒気帯び・過労・薬物等・過積載・救護義務 

違反・最高速度違反・無免許・無資格運転の防止） 
 

○ 上記のうち、赤色下線の項目は、全運転者に対して毎年くり返し教育を実施することが義務付けられ

ています。 

事業者ごとのペースで構いませんので、教育計画の作成と、計画に基づく指導・監督の実施をお願

いいたします。 （例・・・年１回，半年１回，四半期１回，２か月１回 等） 


